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●帝シヴァクをシュートする場合、サヴァクが無くても良い。

*サヴァクを外して帝シヴァクをシュートしスタンドした場合は、その間、

サヴァクは使用することができない。

*サヴァクだけでシュートすることはできない。

*帝シヴァク以外の爆丸と合わせてシュートすることはできない。

●帝シヴァクのみがスタンドしサヴァクがスタンドしなかった場合は、

サヴァクのみ手元にもどす。

*サヴァクのみがスタンドした場合は、サヴァクのみスタンド状態となり

帝シヴァクのみ手元にもどす。

アビリティカードなどの効果にて移動させることが可能な場合もある。

●サヴァクが帝シヴァクより飛び出さずに帝シヴァクがスタンドした場合は、

帝シヴァクのみがスタンド状態となりサヴァクはスタンドとみなさい。

*サヴァクはそのままの状態にしておき、効果も無効状態となる。

*その後の衝撃等で帝シヴァクよりサヴァクが飛び出しスタンドした場合は、

サヴァクはスタンドとなり効果を得られる状態となる。

ただし、ゲートカード上にスタンドしなかった場合は手元にもどる。

●サヴァクでは、クリティカルK.O.はできない。
*サヴァクは爆丸では無いため、いかなる場合もクリティカルK.O.は成立
しない。
*帝シヴァクよりサヴァクが飛び出しスタンドしている相手の爆丸を弾き
飛ばした場合は、クリティカルヒットとなる。

●自分の爆丸とサヴァクが同じゲートカードにスタンドしている時に、相手の
爆丸で自分の爆丸のみがクリティカルヒットされた場合、サヴァクはそのまま
の状態にしておくこと。

*サヴァクだけがスタンドしているゲートカード上に相手の爆丸がスタンドした
場合は、バトルにはならない。
*サヴァクがスタンドしているゲートカードに自分もしくは相手の爆丸が2体
スタンドした場合はダブルスタンドとなる。

●サヴァクだけではステイは成立できない。

｢帝シヴァク｣使用における注意事項

●帝シヴァクをデッキに組む場合、サヴァクだけをデッキに組むことはできない。

*本体となる帝シヴァクだけを組むことはできる。

*サヴァクはパワーレベルを持つが、爆丸ではない。

*サヴァクは、帝シヴァク以外の爆丸と合わせて組むことはできない。

（1） デッキ構成時の注意

｢帝シヴァク｣ 使用における注意事項

（2） シュート時の注意

●帝シヴァクとサヴァクが同じゲートカード上にスタンドした場合は、帝シヴァク

のパワーレベルとサヴァクのパワーレベルを足してバトルすること。

*それぞれが別々のゲートカードにスタンドした場合、帝シヴァクはそのままの

パワーレベルでバトルすること。

*サヴァクがスタンドしているゲートカード上に自分の爆丸がスタンドした場合、

その爆丸のパワーレベルにサヴァクのパワーレベルを足してバトルすること。

●帝シヴァクよりサヴァクが飛び出さずにバトルが発生した場合は、帝シヴァク

のパワーレベルのみでバトルすること。

●帝シヴァクがゲートカードやアビリティカードの効果により使用不能になった
場合は、サヴァクも使用不能となる。

*サヴァクのみがスタンドしている場合は、サヴァクが手元に戻った時点で、
使用不能となる。

●手元にある帝シヴァクが強制バトルになった場合は、帝シヴァクのパワー
レベルのみでバトルすること。

（3） バトル時の注意

※イベント限定商品『帝シヴァク サヴァクゴールドVER.』の

サヴァクのパワーレベルは220Gです。


